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10.1.2 水環境 

1. 水質 

(1) 調査結果の概要 

① 水の濁りの状況 

a. 文献その他の資料調査 

(a) 調査地域 

水の濁りに係る環境影響を受けるおそれがあると想定される地域として、対象事業実施区域

の周辺海域とした。 

 

(b) 調査地点 

第10.1.2.1-1図に示す公共用水域の水質測定点8地点のうち、浮遊物質量（ＳＳ）が測定項

目に含まれる4地点（図中番号1、6～8）とした。 

なお、8地点（図中番号1～8）には水温が測定項目に含まれており、後述する「②水温の状

況」においてこれら8地点の水温の文献その他の資料調査結果を示す。 

 

(c) 調査期間 

令和元～5年度の5年間とした。 

 

(d) 調査方法 

公共用水域水質測定結果による浮遊物質量に係る情報の収集及び当該情報の整理を行った。 

調査対象は、水の濁りの指標となる浮遊物質量（ＳＳ）とした。 
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第 10.1.2.1-1 図  水質測定点の位置（海域） 
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6 
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「大阪府の水質常時監視ポータルサイト」（大阪府HP、閲覧：令和7年1月） 

「令和5年度公共用水域水質測定結果」（堺市HP、閲覧：令和7年1月）より作成 

2 

3 

4 

5 

注：水温は 8 地点、浮遊物質量（ＳＳ）は 4 地点（図中番号 1、6～8）で測定されている。 
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(e) 調査結果 

水質の経年変化（水の濁り）は、第10.1.2.1-1表のとおりである。 

令和元～5年度の調査結果は報告下限値（1mg/L）未満～14mg/Lの範囲となっており、 

年平均値は2～7mg/Lの範囲である。 

なお、海域では浮遊物質量（ＳＳ）に係る環境基準は定められていない。 

 

第10.1.2.1-1表  水質の経年変化（水の濁り） 

図中 

番号 

測定点名 

<調査実施主体> 
類型 年度 

浮遊物質量〔ＳＳ〕 

（mg/L） 

最小 最大 平均 

1 
南港西 

<大阪府> C 

令和元 1 9 4 

令和2 1 9 4 

令和3 3 10 6 

令和4 2 12 5 

令和5 2 14 5 

6 
堺7-3区沖 
<堺市> - 

令和元 <1 3 2 

令和2 - - 4 

令和3 - - 3 

令和4 - - 2 

令和5 - - 2 

7 
堺第2区前 
<堺市> - 

令和元 1 7 4 

令和2 - - 7 

令和3 - - 7 

令和4 - - 6 

令和5 - - 7 

8 
南泊地 
<堺市> - 

令和元 <1 6 3 

令和2 - - 5 

令和3 - - 5 

令和4 - - 3 

令和5 - - 6 

注：1．図中番号は、第10.1.2.1-1図を参照。なお、浮遊物質量（ＳＳ）は4地点（図中番号1、6

～8）で測定されている。 

  2. 類型は、第3.2.8-4表(4)を参照。類型の「-」は、類型指定がないことを示す。 

  3．水質データは全層を用いた。 

  4．< 記号は、報告下限値未満を示す。 

  5．堺7-3区沖、堺第2区前、南泊地の令和2年以降は年1回（表層のみ）の測定。 

 

 

 

  

「大阪府の水質常時監視ポータルサイト」（大阪府HP、閲覧：令和 7 年 1 月） 

「令和元～5 年度公共用水域水質測定結果」（堺市HP、閲覧：令和 7 年 1 月）より作成 
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b. 現地調査 

(a) 調査地域 

水の濁りに係る環境影響を受けるおそれがあると想定される地域として、対象事業実施区域

の周辺海域とした。 

 

(b) 調査地点 

第10.1.2.1-2図に示す対象事業実施区域の周辺海域の20地点とした。 

 

(c) 調査期間 

1年間とし、四季ごとに1回行った。 

春季：令和6年 4月30日 

夏季：令和6年 7月24日 

秋季：令和5年12月 2日 

冬季：令和6年 2月21日 

 

(d) 調査項目 

水の濁りの指標となる浮遊物質量（ＳＳ）とした。 

 

(e) 調査方法 

バンドーン採水器により、表層（海面下0.5m）、中層（海面下5m）及び下層（海面下10m）

の3層の試料の採取を行い、浮遊物質量を測定し、測定結果の整理及び解析を行った。 

 

第10.1.2.1-2表  分析方法（水の濁り） 

分析項目 分析方法 報告下限値 

浮遊物質量 

〔ＳＳ〕 

昭和46年環境庁告示第59号付表8 

ガラス繊維ろ紙による浮遊物質量の算出 
1mg/L 
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第 10.1.2.1-2 図  水環境調査地点の位置（水質（水の濁り）：現地調査） 
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(f) 調査結果 

水質の調査結果（水の濁り）は、第10.1.2.1-3、4表のとおりである。 

浮遊物質量（ＳＳ）は、報告下限値（1mg/L）未満～11mg/Lの範囲にあり、全層の年間の平

均値は2mg/Lである。 

 

第10.1.2.1-3表  水質の調査結果（水の濁り） 

調査項目 調査層 

春季 

令和6年4月30日 

夏季 

令和6年7月24日 

秋季 

令和5年12月2日 

冬季 

令和6年2月21日 
年間 

最小 最大 平均 最小 最大 平均 最小 最大 平均 最小 最大 平均 最小 最大 平均 

浮遊物質量 

〔ＳＳ〕 

（mg/L） 

表層 1 3 2 3 11 6 1 2 1 1 2 1 1 11 3 

中層 1 2 1 2 5 3 <1 2 1 1 2 1 <1 5 2 

下層 1 3 2 <1 5 2 1 2 1 1 2 2 <1 5 2 

全層 1 3 2 <1 11 4 <1 2 1 1 2 1 <1 11 2 

注：1．表層が海面下0.5m、中層が海面下5m、下層が海面下10m（ただし、水深が11m未満の調査地点においては海底 

上1m）を示す 。調査地点8、14、15は水深11m未満である。 

  2．平均値の算出に当たっては、報告下限値未満を報告下限値として計算した。  
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第10.1.2.1-4表(1)  水質の調査結果（水の濁り・調査地点別） 

調査 

項目 
単位 

調査 

地点 
調査層 

春季 

令和6年4月30日 

夏季 

令和6年7月24日 

秋季 

令和5年12月2日 

冬季 

令和6年2月21日 

浮
遊
物
質
量
［
Ｓ
Ｓ
］ 

mg/L 

1 

表層 2 10 2 2 

中層 1 3 1 2 

下層 1 1 1 2 

2 

表層 2 10 1 2 

中層 2 3 1 1 

下層 2 2 1 1 

3 

表層 2 3 1 1 

中層 1 3 1 1 

下層 2 1 1 1 

4 

表層 2 8 1 1 

中層 1 2 1 1 

下層 1 1 1 1 

5 

表層 2 6 1 2 

中層 2 5 1 2 

下層 2 5 1 1 

6 

表層 3 9 1 1 

中層 1 4 1 1 

下層 2 2 1 1 

7 

表層 3 6 1 1 

中層 2 5 1 1 

下層 3 4 1 1 

8 

表層 1 7 1 1 

中層 1 4 2 2 

下層 1 3 1 2 

9 

表層 2 6 1 2 

中層 1 3 1 1 

下層 2 1 1 2 

10 

表層 3 4 1 1 

中層 1 2 <1 1 

下層 2 1 1 2 

11 

表層 2 4 1 1 

中層 1 3 1 1 

下層 1 1 2 2 

12 

表層 3 8 1 1 

中層 2 3 1 1 

下層 2 4 1 2 

13 

表層 2 6 1 1 

中層 2 2 1 2 

下層 2 2 1 2 

14 

表層 2 8 1 1 

中層 2 2 1 1 

下層 2 2 2 2 

15 

表層 2 11 1 2 

中層 2 3 1 1 

下層 2 3 1 2 

16 

表層 2 4 1 1 

中層 1 2 1 1 

下層 1 1 1 1 

注：1．調査地点は、第10.1.2.1-2図を参照。 

  2．調査層は表層が海面下0.5m、中層が海面下5m、下層が海面下10m（ただし、水深が11m未満の調査地点におい

ては海底上1m）を示す 。調査地点8、14、15は水深11m未満である。 
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第10.1.2.1-4表(2)  水質の調査結果（水の濁り・調査地点別） 

調査 

項目 
単位 

調査 

地点 
調査層 

春季 

令和6年4月30日 

夏季 

令和6年7月24日 

秋季 

令和5年12月2日 

冬季 

令和6年2月21日 

浮
遊
物
質
量
［
Ｓ
Ｓ
］ 

mg/L 

17 

表層 1 3 1 1 

中層 1 2 1 1 

下層 1 <1 1 1 

18 

表層 2 3 1 1 

中層 1 2 2 1 

下層 1 1 2 1 

19 

表層 2 3 1 1 

中層 1 3 1 1 

下層 1 1 2 2 

20 

表層 2 3 1 1 

中層 2 3 1 1 

下層 1 1 1 1 

注：1．調査地点は、第10.1.2.1-2図を参照。 

  2．調査層は表層が海面下0.5m、中層が海面下5m、下層が海面下10m（ただし、水深が11m未満の調査地点におい

ては海底上1m）を示す 。調査地点8、14、15は水深11m未満である。 
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② 水温の状況 

a. 文献その他の資料調査 

(a) 調査地域 

温排水の拡散を考慮した対象事業実施区域の周辺海域とした。 

 

(b) 調査地点 

第 10.1.2.1-1 図に示す公共用水域の水質測定点 8 地点とした。 

 

(c) 調査期間 

令和元～5 年度の 5 年間とした。 

 

(d) 調査方法 

公共用水域水質測定結果による水温に係る情報の収集及び当該情報の整理を行った。 

調査対象は、水質測定時の表層の水温とした。 

 

(e) 調査結果 

周辺海域における水温測定結果は、第 10.1.2.1-5 表のとおりである。 

令和元～5 年度の水温は、8 月に最高で 31.6℃、1 月に最低で 6.6℃となっている。 
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第 10.1.2.1-5 表  水温の月変化 

（単位：℃） 

図中 

番号 

測定点名 

<調査実施主体> 
年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

1 
南港西 

<大阪府> 

令和元 13.2 19.6 20.5 23.7 28.3 28.6 22.9 21.1 15.3 12.4 11.1 11.5 

令和2 16.6 19.8 22.5 30.7 29.3 26.8 19.8 18.3 16.8 10.8 11.5 11.0 

令和3 14.2 19.6 21.1 22.4 27.5 26.5 25.1 19.0 15.5 9.9 9.0 9.4 

令和4 15.7 16.4 22.8 27.2 29.7 27.0 25.7 20.9 12.9 11.2 9.5 10.7 

令和5 14.3 17.8 21.7 27.0 28.3 28.1 23.6 17.3 14.7 10.7 10.6 9.8 

2 
No.5ブイ跡 
<大阪市> 

令和元 12.8 17.9 21.3 25.4 28.2 24.5 24.9 17.4 14.6 11.6 12.4 13.0 

令和2 16.4 17.6 24.6 26.7 27.2 26.2 23.4 19.3 15.6 8.5 11.7 11.3 

令和3 14.4 19.6 22.6 24.4 28.4 24.7 25.5 17.9 14.6 8.5 8.9 10.1 

令和4 16.6 20.9 21.7 26.8 29.3 28.7 22.9 19.8 13.5 11.0 9.9 13.5 

令和5 15.3 19.7 22.2 28.4 31.5 28.8 23.3 17.0 13.8 10.4 13.7 12.0 

3 
南港 

<大阪市> 

令和元 13.1 17.8 21.2 25.1 27.9 24.6 24.6 15.7 14.9 12.1 11.0 12.2 

令和2 14.6 18.3 23.5 26.5 28.5 25.7 23.3 20.8 14.5 8.4 10.7 11.1 

令和3 15.4 20.3 23.3 25.1 27.1 24.4 24.9 18.2 13.1 8.1 8.4 8.9 

令和4 15.7 19.5 20.1 26.8 28.9 28.0 23.3 19.5 12.4 10.7 9.5 12.9 

令和5 14.9 20.7 22.0 26.2 29.0 28.9 23.7 19.4 14.6 9.8 10.4 10.3 

4 
大阪港関門外 

<大阪市> 

令和元 12.7 16.9 20.5 24.9 27.9 24.5 24.7 16.1 14.6 11.7 11.3 12.3 

令和2 14.7 18.6 22.9 26.0 26.8 25.9 22.8 19.0 13.9 8.9 9.8 11.0 

令和3 15.1 20.4 22.9 25.4 27.3 24.1 25.0 17.1 14.3 8.0 8.7 9.1 

令和4 16.1 19.6 19.8 26.6 29.5 28.5 23.1 19.6 15.0 10.5 9.1 12.6 

令和5 15.0 19.7 22.1 26.6 30.4 28.8 23.4 17.6 14.3 10.1 10.4 10.1 

5 
木津川河口中央 

<大阪市> 

令和元 13.5 18.2 22.2 25.7 28.5 24.4 25.3 15.9 13.8 9.6 9.8 12.2 

令和2 15.1 19.7 24.9 26.3 29.0 26.2 22.9 17.9 14.3 8.3 10.6 11.6 

令和3 16.2 20.4 23.4 24.6 27.9 24.5 25.2 17.5 13.2 6.6 8.1 9.9 

令和4 17.3 19.8 21.7 28.1 28.9 28.1 21.6 19.3 11.7 9.7 9.2 13.2 

令和5 16.3 20.4 22.5 28.2 30.3 29.2 23.3 17.3 14.1 8.3 9.6 10.1 

6 
堺7-3区沖 
<堺市> 

令和元    - 19.7    -    - 26.8    -    - 22.3    -    - 11.3    - 

令和2    - 19.5    -    - 29.3    -    - 19.2    -    - 9.4    - 

令和3    - 18.6    -    - 28.6    -    - 18.1    -    - 8.7    - 

令和4    - 15.8    -    - 29.6    -    - 20.9    -    - 9.1    - 

令和5    - 18.0    -    - 30.1    -    - 15.8    -    - 10.3    - 

7 
堺第2区前 
<堺市> 

令和元    - 20.2    -    - 27.1    -    - 20.8    -    - 11.5    - 

令和2    - 19.8    -    - 30.6    -    - 18.8    -    - 9.8    - 

令和3    - 19.1    -    - 28.5    -    - 18.3    -    - 7.8    - 

令和4    - 15.9    -    - 29.9    -    - 21.0    -    - 8.7    - 

令和5    - 18.3    -    - 30.4    -    - 16.3    -    - 10.5    - 

8 
南泊地 
<堺市> 

令和元    - 20.2    -    - 26.8    -    - 20.5    -    - 10.7    - 

令和2    - 20.6    -    - 30.6    -    - 18.1    -    - 9.8    - 

令和3    - 19.7    -    - 29.0    -    - 18.5    -    - 7.4    - 

令和4    - 16.5    -    - 30.8    -    - 20.8    -    - 8.4    - 

令和5    - 19.1    -    - 31.6    -    - 16.1    -    - 10.3    - 

注：1．図中番号は、第 10.1.2.1-1 図を参照。 

  2．調査結果は、表層（採取水深海面下 1m 層）の測定値を示す。 

  3．－は、調査が実施されていないことを示す。 

 

 

 

「大阪府の水質常時監視ポータルサイト」（大阪府HP、閲覧：令和 7 年 1 月） 

「令和元～5 年度公共用水域水質測定結果」（堺市HP、閲覧：令和 7 年 1 月）より作成 
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b. 現地調査 

(a) 調査地域 

温排水の拡散を考慮した対象事業実施区域の周辺海域とした。 

 

(b) 調査地点 

ｱ. 水温・塩分分布 

第 10.1.2.1-3 図に示す対象事業実施区域の周辺海域の 37 地点とした。 

 

ｲ. 定点水温連続測定 

第 10.1.2.1-3 図に示す取水口及び放水口の前面海域の 2 地点とした。 

 

(c) 調査期間 

ｱ. 水温・塩分分布 

1 年間とし、四季ごとに 1 回行った。 

春季：令和6年 4月26日 

夏季：令和6年 7月26日 

秋季：令和5年12月 9日 

冬季：令和6年 1月22日 

 

ｲ. 定点水温連続測定 

1 年間連続測定（令和 5 年 11 月 11 日～令和 6 年 11 月 10 日）を行った。 

 

(d) 調査方法 

ｱ. 水温・塩分分布 

可搬型水温塩分計（メモリーＳＴＤ）により深度別の水温及び塩分を測定し、測定結果の整

理及び解析を行った。調査層は、海面下 0.5m、海面下 1m、以下海底上 1mまで 1m間隔とした。 

 

ｲ. 定点水温連続測定 

自記式サーミスタ水温計により深度別の水温連続測定を行い、測定結果の整理及び解析を行

った。調査層は、海面下 0.5m、3m、7mとした。 

 

(e) 調査結果 

ｱ. 水温・塩分分布 

(ｱ) 水温分布 

水温の調査結果は第 10.1.2.1-6 表、水温水平分布は第 10.1.2.1-4 図、水温鉛直分布は第

10.1.2.1-6 図のとおりである。 

海面下 0.5m層の水温は、10.9～30.8℃の範囲にあり、各季節の平均水温は、春季が

16.1℃、夏季が 29.8℃、秋季が 15.3℃、冬季が 11.5℃である。 

海面下 3m層の水温は 11.3～28.9℃の範囲にあり、各季節の平均水温は春季が 14.6℃、夏

季が 27.1℃、秋季が 15.5℃、冬季が 11.7℃である。 

海面下 5m層の水温は、11.4～25.8℃の範囲にあり、各季節の平均水温は春季が 13.6℃、

夏季が 24.4℃、秋季が 15.6℃、冬季が 11.8℃である。 

水温の水平分布は、季節によって傾向が異なっており、一定の傾向はみられない。 

  



 

 

10.1.2-12 

(694) 

第 10.1.2.1-6 表  水温の調査結果 

（単位：℃） 

調査層 

春季 

令和6年4月26日 

夏季 

令和6年7月26日 

秋季 

令和5年12月9日 

冬季 

令和6年1月22日 

最高 最低 平均 最高 最低 平均 最高 最低 平均 最高 最低 平均 

海面下 0.5m層 17.2 15.2 16.1 30.8 29.2 29.8 15.9 14.2 15.3 11.8 10.9 11.5 

海面下 3m層 15.8 13.4 14.6 28.9 25.2 27.1 15.9 15.1 15.5 12.2 11.3 11.7 

海面下 5m層 14.0 13.1 13.6 25.8 23.2 24.4 16.1 15.1 15.6 12.2 11.4 11.8 

 

 

(ｲ) 塩分分布 

塩分の調査結果は第 10.1.2.1-7 表、塩分水平分布は第 10.1.2.1-5 図、塩分鉛直分布は第

10.1.2.1-6 図のとおりである。 

海面下 0.5m層の塩分は、10.9～31.7 の範囲にあり、各季節の平均塩分は、春季が 28.8、

夏季が 17.0、秋季が 29.5、冬季が 29.6 である。 

海面下 3m層の塩分は、19.1～32.1 の範囲にあり、各季節の平均塩分は、春季が 31.2、夏

季が 23.3、秋季が 31.0、冬季が 31.4 である。 

海面下 5m層の塩分は、26.4～32.4 の範囲にあり、各季節の平均塩分は、春季が 31.7、夏

季が 28.3、秋季が 31.3、冬季が 31.9 である。 

塩分の水平分布は、海面下 0.5m層では調査海域の北側、南港発電所取水口付近及び大和

川河口域で低い傾向がみられる。 

 

第 10.1.2.1-7 表  塩分の調査結果 

（単位：－） 

調査層 

春季 

令和6年4月26日 

夏季 

令和6年7月26日 

秋季 

令和5年12月9日 

冬季 

令和6年1月22日 

最高 最低 平均 最高 最低 平均 最高 最低 平均 最高 最低 平均 

海面下 0.5m層 30.9 24.7 28.8 22.7 10.9 17.0 31.4 26.4 29.5 31.7 23.8 29.6 

海面下 3m層 31.8 30.5 31.2 26.3 19.1 23.3 31.5 29.8 31.0 32.1 30.6 31.4 

海面下 5m層 32.0 31.1 31.7 29.8 26.4 28.3 31.6 30.8 31.3 32.4 31.2 31.9 

 

(ｳ) 水温・塩分鉛直分布 

水温・塩分鉛直分布調査結果は第 10.1.2.1-6 図のとおりである。 

春季には、水温は上層から底層にかけて緩やかに低くなっている。塩分は上層から底層に

かけて緩やかに高くなる分布となっている。 

夏季には、水温は上層から底層にかけて低くなっている。塩分は上層から底層にかけて高

くなる分布となっている。 

秋季には、水温は全域でほぼ一様な分布となっている。塩分は上層から底層にかけて緩や

かに高くなっており、調査海域の南側ではほぼ一様な分布となっている。 

冬季には、水温は全域でほぼ一様な分布となっている。塩分は上層から底層にかけて緩や

かに高くなっている。  
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第 10.1.2.1-3 図  水環境調査地点の位置（水温･塩分：現地調査） 
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第 10.1.2.1-4 図(l)  水温水平分布（春季）
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注：気象状況は調査地点 10 における 10 時の現地観測による。 

第 10.1.2.1-4 図(2)  水温水平分布（春季） 
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第 10.1.2.1-4 図(3)  水温水平分布（夏季）  
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注：気象状況は調査地点 10 における 10 時の現地観測による。 

第 10.1.2.1-4 図(4)  水温水平分布（夏季） 
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第 10.1.2.1-4 図(5)  水温水平分布（秋季）  
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注：気象状況は調査地点 10 における 10 時の現地観測による。 

第 10.1.2.1-4 図(6)  水温水平分布（秋季） 
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第 10.1.2.1-4 図(7)  水温水平分布（冬季） 
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注：気象状況は調査地点 10 における 10 時の現地観測による。 

第 10.1.2.1-4 図(8)  水温水平分布（冬季） 
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第 10.1.2.1-5 図(l)  塩分水平分布（春季）  
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注：気象状況は調査地点 10 における 10 時の現地観測による。 

第 10.1.2.1-5 図(2)  塩分水平分布（春季） 
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第 10.1.2.1-5 図(3)  塩分水平分布（夏季）  
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注：気象状況は調査地点 10 における 10 時の現地観測による。 

第 10.1.2.1-5 図(4)  塩分水平分布（夏季） 
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第 10.1.2.1-5 図(5)  塩分水平分布（秋季）  
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注：気象状況は調査地点 10 における 10 時の現地観測による。 

第 10.1.2.1-5 図(6)  塩分水平分布（秋季） 
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第 10.1.2.1-5 図(7)  塩分水平分布（冬季）  
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注：気象状況は調査地点 10 における 10 時の現地観測による。 

第 10.1.2.1-5 図(8)  塩分水平分布（冬季） 
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第 10.1.2.1-6 図(1)  水温・塩分の鉛直分布（春季）  
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第 10.1.2.1-6 図(2)  水温・塩分の鉛直分布（春季）  
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第 10.1.2.1-6 図(3)  水温・塩分の鉛直分布（春季）  
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調査時間：10:00～11:24

使用機器：可搬型水温・塩分計



 

 

10.1.2-33 

(715) 

 

第 10.1.2.1-6 図(4)  水温・塩分の鉛直分布（夏季）  

10 15 20 25 30 35
水温(℃)

10 15 20 25 30 35
塩分(―)

調査地点：１

0

10

20

水
　
　
深
　
　
ｍ( ) 水 深：15.1ｍ

10 15 20 25 30 35

10 15 20 25 30 35

調査地点：２

0

10

20

水 深：15.2ｍ

10 15 20 25 30 35

10 15 20 25 30 35

調査地点：３

0

10

20 水 深：16.6ｍ

10 15 20 25 30 35

10 15 20 25 30 35

調査地点：４

0

10

20

水 深：15.2ｍ

10 15 20 25 30 35

10 15 20 25 30 35

調査地点：５

0

10

20

水 深：14.9ｍ

10 15 20 25 30 35
水温(℃)

10 15 20 25 30 35
塩分(―)

調査地点：６

0

10

20

水
　
　
深
　
　
ｍ( ) 水 深：14.1ｍ

10 15 20 25 30 35

10 15 20 25 30 35

調査地点：７

0

10

20

水 深：9.5ｍ

10 15 20 25 30 35

10 15 20 25 30 35

調査地点：８

0

10

20

水 深：11.8ｍ

10 15 20 25 30 35

10 15 20 25 30 35

調査地点：９

0

10

20

水 深：10.0ｍ

10 15 20 25 30 35

10 15 20 25 30 35

調査地点：10

0

10

20

水 深：12.2ｍ

10 15 20 25 30 35
水温(℃)

10 15 20 25 30 35
塩分(―)

調査地点：11

0

10

20

水
　
　
深
　
　
ｍ( ) 水 深：14.6ｍ

10 15 20 25 30 35

10 15 20 25 30 35

調査地点：12

0

10

20

水 深：15.0ｍ

10 15 20 25 30 35

10 15 20 25 30 35

調査地点：13

0

10

20 水 深：17.1ｍ

10 15 20 25 30 35

10 15 20 25 30 35

調査地点：14

0

10

20

水 深：11.6ｍ

10 15 20 25 30 35

10 15 20 25 30 35

調査地点：15

0

10

20

水 深：10.7ｍ

凡　　例

水温

塩分

海底
9

7

3 5

8

64
2

1

37
36

35 34

33
32

31 30

26

25

23
22

21
19

18
1614

13
12

11 10
15

29
28

27

24

20
17

対象事業実施区域

大阪市

堺　市

大
阪
沖
埋
立
処
分
場

大和川

木津川

大阪湾

N

0 1 2 km

尻無川

夢洲
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使用機器：可搬型水温・塩分計
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調査時間 干潮  4:11  88cm
満潮 10:02 148cm
干潮 16:25  58cm
満潮 22:54 153cm
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第 10.1.2.1-6 図(5)  水温・塩分の鉛直分布（夏季）  
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使用機器：可搬型水温・塩分計
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調査時間 干潮  4:11  88cm
満潮 10:02 148cm
干潮 16:25  58cm
満潮 22:54 153cm
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第 10.1.2.1-6 図(6)  水温・塩分の鉛直分布（夏季）  
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調査時期：令和6年1月22日

調査時間：10:00～11:47

使用機器：可搬型水温・塩分計
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調査時間 干潮  4:11  88cm
満潮 10:02 148cm
干潮 16:25  58cm
満潮 22:54 153cm
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第 10.1.2.1-6 図(7)  水温・塩分の鉛直分布（秋季）  
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調査時間 干潮  5:23 108cm
満潮 10:03  89cm
干潮 15:59 125cm
満潮 23:25  36cm
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第 10.1.2.1-6 図(8)  水温・塩分の鉛直分布（秋季）  
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第 10.1.2.1-6 図(9)  水温・塩分の鉛直分布（秋季）  
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第 10.1.2.1-6 図(10)  水温・塩分の鉛直分布（冬季）  
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第 10.1.2.1-6 図(11)  水温・塩分の鉛直分布（冬季）  
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第 10.1.2.1-6 図(12)  水温・塩分の鉛直分布（冬季）  
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調査時期：令和6年1月22日

調査時間：10:00～11:47

使用機器：可搬型水温・塩分計
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調査時間 満潮  8:06 126cm
干潮 23:41   5cm

10 11 12 13 14
水温(℃)

23 25 27 29 31 33
塩分(―)

調査点：１

0

10

20

水
　
　
深
　
　
ｍ( )

水 深：15.4ｍ

10 11 12 13 14

23 25 27 29 31 33

調査点：２

0

10

20

水 深：15.4ｍ

10 11 12 13 14

23 25 27 29 31 33

調査点：３

0

10

20

水 深：15.2ｍ

10 11 12 13 14

23 25 27 29 31 33

調査点：５

0

10

20

水 深：14.3ｍ

10 11 12 13 14

23 25 27 29 31 33

調査点：７

0

10

20

水 深：12.2ｍ

10 11 12 13 14
水温(℃)

23 25 27 29 31 33
塩分(―)

調査点：12

0

10

20

水
　
　
深
　
　
ｍ( )

水 深：13.1ｍ

10 11 12 13 14

23 25 27 29 31 33

調査点：13

0

10

20

水 深：13.7ｍ

10 11 12 13 14

23 25 27 29 31 33

調査点：15

0

10

20

水 深：8.6ｍ

10 11 12 13 14

23 25 27 29 31 33

調査点：16

0

10

20

水 深：12.4ｍ

10 11 12 13 14

23 25 27 29 31 33

調査点：17

0

10

20

水 深：14.4ｍ

10 11 12 13 14
水温(℃)

23 25 27 29 31 33
塩分(―)

調査点：18

0

10

20

水
　
　
深
　
　
ｍ( )

水 深：16.0ｍ

10 11 12 13 14

23 25 27 29 31 33

調査点：21

0

10

20

水 深：14.8ｍ

10 11 12 13 14

23 25 27 29 31 33

調査点：22

0

10

20 水 深：16.5ｍ

10 11 12 13 14

23 25 27 29 31 33

調査点：23

0

10

20

水 深：9.2ｍ

10 11 12 13 14

23 25 27 29 31 33

調査点：24

0

10

20

水 深：10.7ｍ

凡　　例

水温

塩分

海底7

53
2

１

46
45

44 43

42
41

40 39

38

37

36
35

34
33

32
3130

29
28

27 26 25
2423

22 21

18
17

16

15

13
12

対象事業実施区域

大阪市

堺　市

大
阪
沖
埋
立
処
分
場

大和川

木津川

大阪湾

N

0 1 2 km

尻無川

舞洲

夢洲

調査時期：令和6年1月22日

調査時間：10:00～11:47

使用機器：可搬型水温・塩分計



 

 

10.1.2-42 

(724) 

ｲ. 定点水温連続測定 

定点水温連続測定（調査地点Ａ（取水口側））による月別平均水温の結果は、第 10.1.2.1-

7 図(1)のとおりである。 

月別平均水温の海面下 0.5m層では 9月に最も高く、2月に最も低い。海面下 3m層では 9月に

最も高く、2 月と 3 月に最も低い。海面下 7m層では 9 月に最も高く、3 月に最も低い。 

月別平均水温の海面下 0.5m層は 10.3～28.4℃、海面下 3m層は 10.6～27.9℃、海面下 7m層は

10.5～26.8℃の範囲にある。 

 

 

 

（単位：℃） 

調査層 
年月 

区分 

令和 5 年 令和 6 年 

11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 

海面下 

0.5m 層 

最高 20.7 16.4 12.7 12.9 14.4 19.1 21.7 25.7 31.8 31.3 31.2 27.5 

最低 13.9 9.1 8.4 8.0 7.7 12.0 14.4 18.6 23.8 25.9 25.6 21.0 

平均 17.5 13.7 10.9 10.3 10.8 15.2 18.3 22.4 27.8 28.2 28.4 24.2 

海面下 

3m 層 

最高 21.8 16.9 13.1 11.1 12.4 15.6 19.0 24.0 29.3 29.0 29.8 27.2 

最低 16.2 11.1 9.8 9.8 9.7 11.0 13.8 17.3 21.4 23.6 25.9 23.0 

平均 18.7 14.5 11.7 10.6 10.6 13.0 16.6 20.0 24.6 25.4 27.9 24.7 

海面下 

7m 層 

最高 21.7 18.0 13.3 10.9 11.1 14.0 17.1 22.0 24.0 24.5 28.9 26.5 

最低 17.2 12.0 10.4 10.3 10.0 10.7 13.4 16.9 20.7 22.8 25.4 23.4 

平均 19.0 14.8 12.1 10.6 10.5 12.1 15.5 18.6 22.0 23.5 26.8 24.6 

 

第 10.1.2.1-7 図(1)  月別平均水温の変化（調査地点Ａ（取水口側）） 
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定点水温連続測定（調査地点Ｂ（放水口側））による月別平均水温の結果は、第 10.1.2.1-

7 図(2)のとおりである。 

月別平均水温の海面下 0.5m層、海面下 3m層では 9 月に最も高く、2 月に最も低い。海面下

7m層では 9 月に最も高く、3 月に最も低い。 

月別平均水温の海面下 0.5m層は 10.4～28.6℃、海面下 3m層は 10.4～28.4℃、海面下 7m層は

10.3～26.5℃の範囲にある。 

 

 
 

（単位：℃） 

調査層 
年月 

区分 

令和 5 年 令和 6 年 

11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 

海面下 

0.5m 層 

最高 21.2 16.3 12.7 12.4 12.9 19.5 21.9 26.2 31.7 31.3 31.3 27.8 

最低 14.8 9.9 8.3 9.3 8.9 11.1 14.4 18.0 23.1 24.4 25.8 20.8 

平均 17.8 13.9 11.1 10.4 10.7 15.2 18.1 22.5 27.9 28.1 28.6 24.3 

海面下 

3m 層 

最高 21.7 16.6 12.9 11.3 12.0 16.5 19.4 24.2 30.2 29.6 30.3 27.1 

最低 16.5 11.2 9.5 9.7 9.6 10.9 13.8 17.5 21.5 23.3 26.1 22.7 

平均 18.4 14.3 11.5 10.4 10.6 13.4 17.0 20.8 25.4 25.8 28.4 24.5 

海面下 

7m 層 

最高 21.7 17.2 13.5 10.8 10.9 13.7 17.4 22.5 24.1 25.7 28.9 26.3 

最低 16.5 11.8 10.0 9.9 10.0 10.5 13.4 17.0 20.7 22.7 24.7 23.1 

平均 18.9 14.7 11.8 10.4 10.3 12.1 15.6 18.5 22.0 23.7 26.5 24.4 

 

第 10.1.2.1-7 図(2)  月別平均水温の変化（調査地点Ｂ（放水口側）） 
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③ 流況の状況 

a. 現地調査 

(a) 調査地域 

温排水の拡散を考慮した対象事業実施区域の周辺海域とした。 

 

(b) 調査地点 

第 10.1.2.1-8 図に示す対象事業実施区域の周辺海域の 7 地点とした。 

 

(c) 調査期間 

1年間とし、四季ごとに1回、15日間連続測定を行った。 

ただし、観測開始日は機器設置、観測終了日は機器撤去を含むため、15日間のデータを取得

するには、調査期間としては16日間となります。 

春季：令和6年 4月 3～18日 

夏季：令和6年 7月 2～17日 

秋季：令和5年11月12～27日 

冬季：令和6年 1月29日～ 2月13日 

 

(d) 調査方法 

自記式流向流速計（電磁流速計）により流況（海面下 3m層の流向及び流速）連続測定を行

い、測定結果の整理及び解析を行った。 

調査対象は、流向及び流速とした。 

 

(e) 調査結果 

ｱ. 流向及び流速 

流向別流速の出現頻度は、第 10.1.2.1-9 図のとおりであり、平均大潮期の流況は第

10.1.2.1-10 図のとおりである。 

流向は、各季節を通じて調査地点 4、6、7 で南東から南方向を中心とした流れであり、放水

口前面海域の調査地点 2、3 で北西方向を中心とした流れとなっている。調査地点 1、5 につい

ては、各季節を通じてみると、一定の傾向は認められなかった。 

流速は、各季節とも 20cm/s以下の頻度が高くなっている。 

平均大潮時の流況は、沿岸に比べ沖合で流速が大きい傾向にあり、調査地点 4、7 で顕著と

なっている。 

 

ｲ. 流れの周期性 

流向及び流速の調査結果から求めた流速変動の自己相関係数とエネルギースペクトラムは、

第 10.1.2.1-11 図のとおりである。また、主要 4 分潮の潮流の調和解析結果は、第 10.1.2.1-

8 表のとおりであり、M2分潮流の長軸方向ベクトルは、第 10.1.2.1-12 図とおりである。 

エネルギースペクトラムをみると、概ね 12 時間周期または 24 時間周期の流れの成分が卓越

している。 

各季節における各分潮流の長軸方向の流速は、M2 分潮流（主太陰半日周期）では 1.3～

5.5cm/s、S2 分潮流（主太陽半日周期）では 0.7～4.4cm/s、K1 分潮流（日月合成日周期）では

0.9～6.6cm/s、O1分潮流（主太陽日周期）では 0.8～4.3cm/sとなっている。 
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ｳ. 恒流成分 

流向及び流速の調査結果から求めた各季節の連続測定期間（15 日間）の平均流（恒流）の

分布は、第 10.1.2.1-13 図のとおりである。 

調査地点 1、5 の恒流は季節ごとに流向が異なっているが、その他の調査地点の恒流は概ね

各季節で同一方向となっている。 

恒流の流速は、1～9cm/sとなっている。 

 

ｴ. 拡散係数 

流向及び流速の調査結果から 12 時間以上の長周期成分を除去して求めた拡散係数は、第

10.1.2.1-14 図のとおりである。 

拡散係数は、東西方向は 1.1×104～5.6×104cm2/s、南北方向は 1.4×104～6.8×104cm2/sの

範囲にある。 

  



 

 

10.1.2-46 

(728) 

 

第 10.1.2.1-8 図  水環境調査地点の位置（流向及び流速） 
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調査期間：令和 6 年 4 月 3～18 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査期間：令和6年7月2～17日 
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第 10.1.2.1-9 図(1)  流向別流速の出現頻度（春季） 

第 10.1.2.1-9 図(2)  流向別流速の出現頻度（夏季） 
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調査期間：令和5年11月12～27日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査期間：令和6年1月29日～2月13日 

 

 

 

 

 

  

第 10.1.2.1-9 図(3)  流向別流速の出現頻度（秋季） 

第 10.1.2.1-9 図(4)  流向別流速の出現頻度（冬季） 
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調査期間：令和6年4月3～18日 

 

 

第 10.1.2.1-10 図(1)  平均大潮期の流況（春季）  
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(732) 

調査期間：令和6年4月3～18日 

 

 

第 10.1.2.1-10 図(2)  平均大潮期の流況（春季）  
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(733) 

調査期間：令和6年7月2～17日 

 

 

第 10.1.2.1-10 図(3)  平均大潮期の流況（夏季）  
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調査期間：令和6年7月2～17日 

 

 

第 10.1.2.1-10 図(4)  平均大潮期の流況（夏季）  
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(735) 

調査期間：令和5年11月12～27日 

第 10.1.2.1-10 図(5)  平均大潮期の流況（秋季）  
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単　位：cm/s

基準港：大阪

矢印の向きは流向を、

数値は流速を示す。
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10.1.2-54 

(736) 

調査期間：令和5年11月12～27日 

第 10.1.2.1-10 図(6)  平均大潮期の流況（秋季） 
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凡   例

単　位：cm/s

基準港：大阪

矢印の向きは流向を、

数値は流速を示す。
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凡   例

単　位：cm/s

基準港：大阪

矢印の向きは流向を、

数値は流速を示す。
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10.1.2-55 

(737) 

調査期間：令和6年1月29日～2月13日 

第 10.1.2.1-10 図(7)  平均大潮期の流況（冬季） 
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凡   例

単　位：cm/s

基準港：大阪

矢印の向きは流向を、

数値は流速を示す。
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凡   例

単　位：cm/s

基準港：大阪

矢印の向きは流向を、

数値は流速を示す。
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10.1.2-56 

(738) 

調査期間：令和6年1月29日～2月13日 

 

 

第 10.1.2.1-10 図(8)  平均大潮期の流況（冬季）  
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凡   例

単　位：cm/s

基準港：大阪

矢印の向きは流向を、

数値は流速を示す。
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凡   例

単　位：cm/s

基準港：大阪

矢印の向きは流向を、

数値は流速を示す。
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10.1.2-57 

(739) 

調査期間：令和6年4月3～18日 

 

第 10.1.2.1-11 図(1)  流速変動の自己相関係数とエネルギースペク卜ラム（春季）  

：南北成分 ：東西成分凡　例

調査地点：1 調査地点：2

調査地点：3 調査地点：4



 

 

10.1.2-58 

(740) 

調査期間：令和6年4月3～18日 

 

第 10.1.2.1-11 図(2)  流速変動の自己相関係数とエネルギースペク卜ラム（春季）  

：南北成分 ：東西成分

調査地点：5 調査地点：6

調査地点：7

凡　例



 

 

10.1.2-59 

(741) 

調査期間：令和6年7月2～17日 

 

第 10.1.2.1-11 図(3)  流速変動の自己相関係数とエネルギースペク卜ラム（夏季）  

：南北成分 ：東西成分凡　例

調査地点：3 調査地点：4

調査地点：1 調査地点：2



 

 

10.1.2-60 

(742) 

調査期間：令和6年7月2～17日 

 

第 10.1.2.1-11 図(4)  流速変動の自己相関係数とエネルギースペク卜ラム（夏季）.  

：南北成分 ：東西成分

調査地点：7

凡　例

調査地点：5 調査地点：6



 

 

10.1.2-61 

(743) 

調査期間：令和5年11月12～27日 

 

第 10.1.2.1-11 図(5)  流速変動の自己相関係数とエネルギースペク卜ラム（秋季）  

：南北成分 ：東西成分

調査地点：3 調査地点：4

凡　例

調査地点：1 調査地点：2
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10.1.2-62 

(744) 

調査期間：令和5年11月12～27日 

 

第 10.1.2.1-11 図(6)  流速変動の自己相関係数とエネルギースペク卜ラム（秋季）  

：南北成分 ：東西成分

調査地点：7

凡　例

調査地点：5 調査地点：6
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10.1.2-63 

(745) 

調査期間：令和6年1月29日～2月13日 

 

第 10.1.2.1-11 図(7)  流速変動の自己相関係数とエネルギースペク卜ラム（冬季）  

：南北成分 ：東西成分

調査地点：3 調査地点：4

凡　例

調査地点：1 調査地点：2



 

 

10.1.2-64 

(746) 

調査期間：令和6年1月29日～2月13日 

 

第 10.1.2.1-11 図(8)  流速変動の自己相関係数とエネルギースペク卜ラム（冬季）  

：南北成分 ：東西成分

調査地点：7

凡　例

調査地点：5 調査地点：6



 

 

10.1.2-65 

(747) 

第 10.1.2.1-8 表(1)  潮流の調和解析結果（春季） 

 

調査期間：令和6年4月3～18日 

  

 

 

 

第 10.1.2.1-8 表(2)  潮流の調和解析結果（夏季） 

 

調査期間：令和6年7月2～17日 

 

 

  

1 0 2.9 199 90 1.0 109 352 1.8 177 82 0.3 267 18 3.7 187 108 0.5 97 0 2.4 209 90 0.5 119 20 2.3

2 336 2.2 281 66 0.4 191 80 1.4 154 170 0.3 244 28 1.9 181 118 0.3 91 329 1.0 181 59 0.8 91 307 2.5

3 306 3.1 257 36 1.5 167 22 2.3 179 112 0.8 89 20 1.8 162 110 0.5 252 46 2.0 215 136 1.0 305 320 3.6

4 52 5.4 140 142 0.1 230 33 2.7 162 123 0.4 72 345 5.2 179 75 1.1 269 315 2.6 162 45 0.7 252 143 6.5

5 9 1.8 210 99 1.0 120 329 0.8 171 59 0.2 81 67 2.3 112 157 1.0 269 75 0.8 141 165 0.4 231 48 1.4

6 308 2.9 263 38 0.4 173 326 1.2 222 56 0.9 132 56 2.9 136 146 1.0 269 14 1.7 126 104 0.8 216 132 2.7

7 71 3.3 134 161 3.0 44 46 2.3 161 136 0.3 251 1 4.0 181 91 0.2 269 12 3.4 156 102 1.5 246 158 6.6

調査地点

M₂ 分 潮 S₂ 分 潮 K₁ 分 潮 O₁ 分 潮
平均流

長　軸 短　軸 長　軸 短　軸 長　軸 短　軸 長　軸 短　軸

θ W α θ W α α θ W αθ W α θ W α θ Wθ W α θ W αθ W

1 342 3.8 215 72 2.0 125 306 2.1 263 36 0.7 173 344 2.6 185 74 0.3 95 3 4.0 82 93 1.1 352 321 1.2

2 12 1.6 217 102 1.1 127 321 1.3 6 51 0.0 96 313 1.2 219 43 0.3 309 289 1.0 300 19 0.4 210 265 2.7

3 20 3.2 195 110 0.5 105 49 3.2 170 139 0.0 260 349 2.3 152 79 1.1 62 283 1.9 257 13 1.0 167 274 4.3

4 280 4.2 286 10 1.5 196 81 4.4 112 171 0.7 202 295 4.6 216 25 0.1 306 72 2.2 44 162 1.1 314 184 5.3

5 39 3.1 162 129 1.7 72 21 1.5 172 111 0.7 262 351 1.1 93 81 0.1 3 319 1.2 89 49 0.6 179 121 1.3

6 65 4.2 154 155 0.4 64 342 1.3 171 72 0.4 81 331 1.9 164 61 1.3 254 311 1.4 167 41 0.3 77 152 3.0

7 65 3.5 147 155 2.5 57 65 2.5 155 155 0.9 65 337 3.3 208 67 0.3 298 334 3.8 176 64 0.2 86 187 5.7

長　軸 短　軸 長　軸 短　軸 長　軸 短　軸調査地点

M₂ 分 潮 S₂ 分 潮 K₁ 分 潮 O₁ 分 潮
平均流

長　軸 短　軸

αθ W α θ W αθ W α θ W α θ Wθ W α θ W αθ W α θ W

調査層 長軸 長軸 長軸 長軸

θ Ｗ α θ Ｗ α θ Ｗ α θ Ｗ α θ Ｗ α θ Ｗ α θ Ｗ α θ Ｗ α θ Ｗ

海面下3ｍ 16 1.3 234 106 0.5 324 19 0.8 61 109 0.3 151 25 3 299 115 2.3 29 350 1.1 349 80 0.4 259 110 2.1

海面下10ｍ 34 0.7 58 124 0.3 148 30 0.8 239 120 0.6 329 17 2.6 106 107 1.2 196 53 0.7 179 143 0.1 89 111 2.9

92 海面下3ｍ 13 1.2 246 103 0.3 336 66 1.1 38 156 1.1 128 41 4.2 332 131 3.1 62 49 1.6 28 139 0.8 118 154 2.1

93 海面下3ｍ 85 0.6 28 175 0.3 118 20 0.9 2 110 0.1 92 301 1.1 223 31 0.6 313 8 1.0 15 98 0.3 105 163 4.5

94 海面下3ｍ 299 0.6 172 29 0.3 262 55 1.6 302 145 0.4 32 275 1.9 173 5 1.3 263 67 1.5 22 157 0.0 292 189 4.4

95 海面下3ｍ 321 0.5 167 51 0.1 77 276 0.8 25 6 0.1 115 281 1.4 299 11 0.3 29 83 0.8 174 173 0.0 264 89 2.5

海面下3ｍ 15 1.7 165 105 0.6 255 56 1.0 351 146 0.1 81 29 6.2 311 119 4.1 41 23 2.1 9 113 1.3 99 166 4.5

海面下10ｍ 339 1.2 30 69 1.1 120 289 0.9 165 19 0.1 255 353 3.5 119 83 2.2 209 38 1.2 240 128 0.8 330 146 4.2

97 海面下3ｍ 272 1.2 33 2 0.5 123 64 0.9 346 154 0.5 76 354 3.3 266 84 2.6 356 15 2.1 348 105 0.9 78 125 2.0

注：Ｍ2分潮：主太陰半日周潮

　　Ｓ2分潮：主太陽半日周潮

　　Ｋ1分潮：日月合成日周潮

　　Ｏ1分潮：主太陰日周潮
　　　θ　：各分潮の長軸、短軸及び平均流の方向で、北方軸（真北）から時計回りの方向の角度（単位：度）

　　　Ｗ　：各分潮の最大（長軸）流速、最小（短軸）流速及び平均流の流速（単位：cm/s）

　　　α　：遅角（単位：度）

　　流速の「0.0」は0.1cm/s未満を示す。

91

96

平均流
短軸

Ｍ2　分　潮

調査地点 短軸短軸短軸

Ｓ2　分　潮 Ｋ1　分　潮 Ｏ1　分　潮



 

 

10.1.2-66 

(748) 

第 10.1.2.1-8 表(3)  潮流の調和解析結果（秋季） 

 

調査期間：令和5年11月12～27日 

 

 

 

 

第 10.1.2.1-8 表(4)  潮流の調和解析結果（冬季） 

 

調査期間：令和6年1月29日～2月13日 

 

 

 

  

1 345 2.6 193 75 0.4 103 316 1.5 204 46 0.3 114 347 4.3 114 77 0.3 24 356 2.8 167 86 0.2 77 178 1.2

2 298 1.3 272 28 0.7 2 330 1.1 302 60 0.3 32 3 0.9 345 93 0.2 255 296 1.7 203 26 0.3 113 270 1.9

3 41 2.5 162 131 1.4 72 347 1.2 210 77 0.6 120 24 2.2 129 114 0.0 39 330 2.1 158 60 0.6 68 305 2.0

4 66 3.6 135 156 2.0 45 70 2.2 137 160 0.6 47 8 2.9 110 98 0.2 20 348 2.5 126 78 0.3 36 170 5.1

5 10 2.2 171 100 1.2 81 35 1.0 109 125 0.4 199 19 1.8 128 109 0.4 218 347 2.0 121 77 0.2 31 158 3.0

6 50 2.4 164 140 2.1 74 71 1.4 148 161 0.5 238 20 2.4 135 110 0.3 45 352 2.7 151 82 0.3 241 150 2.3

7 300 3.5 275 30 2.8 185 83 1.6 144 173 0.3 54 14 3.7 117 104 0.0 27 337 2.6 144 67 0.6 234 161 4.0

短　軸 長　軸 短　軸調査地点

M₂ 分 潮 S₂ 分 潮 K₁ 分 潮 O₁ 分 潮
平均流

長　軸 短　軸

θ W α θ W α

長　軸 短　軸 長　軸

α θ W αθ W α θ W α θ Wθ W α θ W αθ W

1 330 4.4 185 60 0.3 95 57 1.2 177 147 0.1 267 352 5.9 140 82 1.5 50 291 4.3 167 21 3.1 77 149 4.4

2 282 1.9 281 12 0.5 191 290 2.0 295 20 0.9 25 307 1.5 284 37 0.2 14 344 0.8 127 74 0.0 217 322 1.7

3 31 4.9 169 121 1.0 79 69 1.5 167 159 0.6 77 51 3.1 143 141 0.1 53 13 2.9 112 103 0.9 202 276 2.6

4 68 5.5 127 158 2.7 37 79 2.5 162 169 0.2 72 9 4.8 117 99 1.6 207 21 2.6 123 111 1.2 213 169 8.2

5 16 2.8 181 106 0.5 91 71 0.7 171 161 0.2 81 29 2.9 114 119 0.4 24 2 2.6 124 92 0.2 214 147 1.7

6 26 3.1 175 116 1.8 85 76 1.5 123 166 0.1 33 32 3.7 125 122 0.1 35 356 2.6 132 86 0.1 42 165 4.7

7 33 4.9 172 123 2.5 82 86 1.7 135 176 0.4 45 11 6.6 129 101 1.7 219 355 3.5 112 85 1.8 202 182 9.0

長　軸 短　軸 長　軸 短　軸 長　軸 短　軸調査地点

M₂ 分 潮 S₂ 分 潮 K₁ 分 潮 O₁ 分 潮
平均流

長　軸 短　軸

θ W α θ W αθ W α θ W α θ Wθ W α θ W αθ W α θ W α

調査層 長軸 長軸 長軸 長軸

θ Ｗ α θ Ｗ α θ Ｗ α θ Ｗ α θ Ｗ α θ Ｗ α θ Ｗ α θ Ｗ α θ Ｗ

海面下3ｍ 16 1.3 234 106 0.5 324 19 0.8 61 109 0.3 151 25 3 299 115 2.3 29 350 1.1 349 80 0.4 259 110 2.1

海面下10ｍ 34 0.7 58 124 0.3 148 30 0.8 239 120 0.6 329 17 2.6 106 107 1.2 196 53 0.7 179 143 0.1 89 111 2.9

92 海面下3ｍ 13 1.2 246 103 0.3 336 66 1.1 38 156 1.1 128 41 4.2 332 131 3.1 62 49 1.6 28 139 0.8 118 154 2.1

93 海面下3ｍ 85 0.6 28 175 0.3 118 20 0.9 2 110 0.1 92 301 1.1 223 31 0.6 313 8 1.0 15 98 0.3 105 163 4.5

94 海面下3ｍ 299 0.6 172 29 0.3 262 55 1.6 302 145 0.4 32 275 1.9 173 5 1.3 263 67 1.5 22 157 0.0 292 189 4.4

95 海面下3ｍ 321 0.5 167 51 0.1 77 276 0.8 25 6 0.1 115 281 1.4 299 11 0.3 29 83 0.8 174 173 0.0 264 89 2.5

海面下3ｍ 15 1.7 165 105 0.6 255 56 1.0 351 146 0.1 81 29 6.2 311 119 4.1 41 23 2.1 9 113 1.3 99 166 4.5

海面下10ｍ 339 1.2 30 69 1.1 120 289 0.9 165 19 0.1 255 353 3.5 119 83 2.2 209 38 1.2 240 128 0.8 330 146 4.2

97 海面下3ｍ 272 1.2 33 2 0.5 123 64 0.9 346 154 0.5 76 354 3.3 266 84 2.6 356 15 2.1 348 105 0.9 78 125 2.0

注：Ｍ2分潮：主太陰半日周潮

　　Ｓ2分潮：主太陽半日周潮

　　Ｋ1分潮：日月合成日周潮

　　Ｏ1分潮：主太陰日周潮
　　　θ　：各分潮の長軸、短軸及び平均流の方向で、北方軸（真北）から時計回りの方向の角度（単位：度）

　　　Ｗ　：各分潮の最大（長軸）流速、最小（短軸）流速及び平均流の流速（単位：cm/s）

　　　α　：遅角（単位：度）

　　流速の「0.0」は0.1cm/s未満を示す。
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平均流
短軸

Ｍ2　分　潮

調査地点 短軸短軸短軸

Ｓ2　分　潮 Ｋ1　分　潮 Ｏ1　分　潮



 

 

10.1.2-67 

(749) 

調査期間：令和6年4月3～18日 

 

第 10.1.2.1-12 図(1)  Ｍ₂分潮流の長軸方向ベクトル（春季） 

 

調査期間：令和6年7月2～17日 

 

第 10.1.2.1-12 図(2)  Ｍ₂分潮流の長軸方向ベクトル（夏季） 
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単　位：cm/s

基準港：大阪

矢印の向きは流向を、

数値は流速を示す。

!

!

!

対象事業実施区域

大阪市

堺　市

大
阪
沖
埋
立
処
分
場

大和川

木津川

大阪湾

N

0 1 2 km

尻無川

夢洲

4

23
4

3

44

凡   例

単　位：cm/s

基準港：大阪

矢印の向きは流向を、

数値は流速を示す。



 

 

10.1.2-68 

(750) 

調査期間：令和5年11月12～27日 

 

第 10.1.2.1-12 図(3)  Ｍ₂分潮流の長軸方向ベクトル（秋季） 

 

調査期間：令和6年1月29日～2月13日 

 

第 10.1.2.1-12 図(4)  Ｍ₂分潮流の長軸方向ベクトル（冬季）  
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凡   例

単　位：cm/s

基準港：大阪

矢印の向きは流向を、

数値は流速を示す。
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凡   例

単　位：cm/s

基準港：大阪

矢印の向きは流向を、

数値は流速を示す。



 

 

10.1.2-69 

(751) 

調査期間：令和6年4月3～18日 

 

第 10.1.2.1-13 図(1)  平均流（恒流）の分布（春季） 

 

調査期間：令和6年7月2～17日 

 

第 10.1.2.1-13 図(2)  平均流（恒流）の分布（夏季）  
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凡   例

単　位：cm/s

基準港：大阪

矢印の向きは流向を、

数値は流速を示す。
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凡   例

単　位：cm/s

基準港：大阪

矢印の向きは流向を、

数値は流速を示す。
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(752) 

調査期間：令和5年11月12～27日 

 

第 10.1.2.1-13 図(3)  平均流（恒流）の分布（秋季） 

 

調査期間：令和6年1月29日～2月13日 

 

第 10.1.2.1-13 図(4)  平均流（恒流）の分布（冬季）  
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凡   例

単　位：cm/s

基準港：大阪

矢印の向きは流向を、

数値は流速を示す。
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凡   例

単　位：cm/s

基準港：大阪

矢印の向きは流向を、

数値は流速を示す。
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(753) 

  

 

第 10.1.2.1-14 図  拡散係数（12 時間以上長周期成分除去） 
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南

北

方

向

成

分

　(Ky)

東 西 方 向 成 分(Kx)

(cm/s)2

(cm/s)2

〇 春季 令和6年 4月 3日～ 4月18日
□ 夏季 令和6年 7月 2日～ 7月17日
△ 秋季 令和5年11月12日～11月27日
◇ 冬季 令和6年 1月29日～ 2月13日

凡　　例

〇
□
△
◇ 冬季　令和6年 1月29日～2月13日

凡   例

春季　令和6年 4月 3～18日
夏季　令和6年 7月 2～17日
秋季　令和5年11月12～27日



 

 

10.1.2-72 

(754) 

④ その他（気象、一般海象及び河川流量の状況） 

a. 文献その他の資料調査 

(a) 気象 

ｱ. 調査地域 

温排水の拡散を考慮した対象事業実施区域及びその周辺海域とした。 

 

ｲ. 調査地点 

第 3 章の第 3.1.1-1 図に示す対象事業実施区域の最寄りの気象官署である大阪管区気象台の

1 地点とした。 

 

ｳ. 調査期間 

「過去の気象データ検索」（気象庁HP）等に掲載されている至近 30 年統計記録（平成 3 年

～令和 2 年）とした。 

 

ｴ. 調査方法 

「過去の気象データ検索」等による気象に係る情報の収集及び当該情報の整理を行った。 

 

ｵ. 調査結果 

気象の状況は、第 10.1.2.1-9 表のとおりである。 

 

第 10.1.2.1-9 表  気象の状況（平成 3 年～令和 2 年の 30 年平年値） 

月 

項目 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

気 温(℃） 6.2 6.6 9.9 15.2 20.1 23.6 27.7 29.0 25.2 19.5 13.8 8.7 

風 速(m/s) 2.4 2.4 2.5 2.6 2.3 2.5 2.4 2.7 2.6 2.5 2.0 2.0 

降 水 量(mm) 47.0 60.5 103.1 101.9 136.5 185.1 174.4 113 152.8 136 72.5 55.5 

相 対 湿 度(％) 61 60 59 58 61 68 70 66 67 65 64 62 

蒸 気 圧(hPa) 5.8 6.0 7.3 10.2 14.2 19.8 25.7 26.1 21.3 14.8 10.3 7.1 

全 天 日 射 量(MJ/㎡) 8.3 10.4 13.5 16.8 18.5 16.8 17.7 18.4 14.0 11.5 9.0 7.7 

雲 量(－) 6.2 6.4 6.5 6.5 7.1 8.3 7.8 6.9 7.2 6.4 5.9 5.8 

〔「各種データ・資料（過去の気象データ検索）」（気象庁HP、閲覧：令和 7 年 1 月）より作成〕 

 

  



 

 

10.1.2-73 

(755) 

(b) 一般海象 

ｱ. 調査地域 

温排水の拡散を考慮した対象事業実施区域及びその周辺海域とした。 

 

ｲ. 調査地点 

第 3 章の第 3.1.2-2 図に示す対象事業実施区域の最寄りの潮位観測所の 1 地点とした。 

 

ｳ. 調査期間 

「大阪港の計画」（大阪市HP）に掲載されている入手可能な最新の資料（平成 31 年）とし

た。 

 

ｴ. 調査方法 

対象事業実施区域の最寄りの潮位観測所の観測資料による潮位に係る情報の収集及び当該情

報の整理を行った。 

 

ｵ. 調査結果 

「第 3 章 3.1.2 水環境の状況 1. 水象の状況(2) 潮位」のとおりである。 

 

(c) 河川流量 

ｱ. 調査地域 

温排水の拡散を考慮した対象事業実施区域の周辺海域とした。 

 

ｲ. 調査地点 

主要な流入河川として、一級河川の淀川、大和川とした。 

 

ｳ. 調査期間 

「水文水質データベース」（国土交通省HP）等に掲載されている至近 10 年統計記録（平成

26 年～令和 5 年）とした。 

 

ｴ. 調査方法 

「水文水質データベース」等による河川流量に係る情報の収集及び当該情報の整理を行った。 

 

ｵ. 調査結果 

河川流量は、第 10.1.2.1-10 表のとおりである。 

 

第 10.1.2.1-10 表  河川流量 

水系名 河川名 観測所名 
流域面積 

（k㎡） 

流量（㎥/s） 

豊水 平水 低水 渇水 年平均 

淀川 淀川 高浜 7,050.0 224.07 160.31 128.26 104.36 190.35 

大和川 大和川 柏原 962.0 25.10 14.95 10.74 7.60 28.69 

注：1．流量は、調査期間の平成 26 年～令和 5 年における各年統計値の平均値を示す。 

  2．淀川高浜観測所における各流量の年統計値は全年で欠測となっているため、値が示されている各年の日平均

流量から別途に年統計値を算出した。 

  3．大和川柏原観測所では令和 4年に各流量の年統計値が欠測となっているが、欠測は 1年のみであることから、 

令和 4 年を除く 9 か年の年統計値から各流量を算出した。 

〔「水文水質データベース」（国土交通省HP、閲覧：令和 7 年 1 月）より作成〕 



 

 

10.1.2-74 

(756) 

(2) 予測及び評価の結果 

① 工事の実施 

a. 造成等の施工による一時的な影響（水の濁り） 

(a) 環境保全措置 

造成等の施工による水の濁りの影響を低減するため、以下の環境保全措置を講じる。 

・発電設備を既存の敷地に設置することにより、新たな大規模な土地の造成を行わない。 

・掘削工事等の工事排水は、仮設排水処理装置にて処理し、下水道へ排出する。 

・機器類及び配管系の洗浄排水は、既設総合排水処理装置にて処理し、下水道へ排出する。 

・工事中の生活排水は、下水道へ排出する。 

・工事範囲の主な雨水排水は、仮設排水処理装置において浮遊物質量（ＳＳ）を最大

90mg/L以下、日間平均 70mg/L以下に処理し、海域へ排出する。 

 

(b) 予測地域 

水の濁りに係る環境影響を受けるおそれがあると想定される地域として、対象事業実施区域

の周辺海域とした。 

 

(c) 予測地点 

水の濁りに係る環境影響を的確に把握できる地点として、工事に伴う排水を海域に排出する

排水口の近傍とした。 

 

(d) 予測対象時期 

造成等の施工による水の濁りに係る環境影響が最大となる時期とした。 

 

(e) 予測方法 

環境保全措置を踏まえ、排水中の浮遊物質量（ＳＳ）を検討し周辺海域への影響の程度を予

測した。 

 

(f) 予測結果 

工事中の排水に係る処理フローは第 10.1.2.1-15 図のとおりである。 

工事排水は仮設排水処理装置で適正に処理し、下水道へ排出する。機器洗浄排水等は、既設

総合排水処理装置で適正に処理し、下水道へ排出する。生活排水は下水道へ排出する。工事範

囲の主な雨水排水は、仮設排水処理装置出口において、浮遊物質量（ＳＳ）を自主管理値の最

大 90mg/L以下、日間平均 70mg/L以下に処理し、海域へ排出する。 

以上のことから、対象事業実施区域の周辺海域の水質に及ぼす影響は少ないものと予測する。 

  



 

 

10.1.2-75 

(757) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：排水量は日最大量を示す。 

第 10.1.2.1-15 図  工事中の排水に係る処理フロー 

 

(g) 評価結果 

ｱ. 環境影響の回避低減に関する評価 

造成等の施工による水の濁りの影響を低減するため、以下の環境保全措置を講じる。 

・発電設備を既存の敷地に設置することにより、新たな大規模な土地の造成を行わない。 

・掘削工事等の工事排水は、仮設排水処理装置にて処理し、下水道へ排出する。 

・機器類及び配管系の洗浄排水は、既設総合排水処理装置にて処理し、下水道へ排出する。 

・工事中の生活排水は、下水道へ排出する。 

・工事範囲の主な雨水排水は、仮設排水処理装置において浮遊物質量（ＳＳ）を最大

90mg/L以下、日間平均 70mg/L以下に処理し、海域へ排出する。 

これらの環境保全措置を講じることにより、排水中の浮遊物質量（ＳＳ）を適切に管理して

海域に排出するため、造成等の施工による一時的な水の濁りの影響は少ないものと考えられる

ことから、実行可能な範囲内で影響の低減が図られているものと評価する。 

 

ｲ. 環境保全の基準等との整合性 

工事範囲の主な雨水排水は、仮設排水処理装置において浮遊物質量（ＳＳ）を自主管理値の

最大 90mg/L以下、日間平均 70mg/L以下とすることにより、「水質汚濁防止法」（昭和 45 年法

律第 138 号）で定める排水基準（200mg/L（日間平均 150mg/L））を十分に下回っている。 

以上のことから、環境保全の基準等の確保に支障を及ぼすものではないと評価する。 
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(758) 

② 土地又は工作物の存在及び供用 

a. 施設の稼働（温排水:水温） 

(a) 環境保全措置 

施設の稼働（温排水）による水質（水温）の影響を低減するため、以下の環境保全措置を講

じる。 

・復水器の冷却水量を、現状の 79.2m3/sから 39.6m3/sに低減する。 

・復水器冷却水の取放水温度差は、現状と同じ 7℃以下とする。 

・取水方式は現状と同様に、低温な海水を取水できる深層取水とする。 

 

(b) 予測地域 

温排水の拡散を考慮した、対象事業実施区域の周辺海域とした。 

 

(c) 予測対象時期 

発電所の運転が定常状態となり、温排水の放水量が最大となる時期とした。 

  



 

 

10.1.2-77 

(759) 

(d) 予測方法 

環境保全措置を踏まえ、温排水の放水方式が表層放水であることから、数理モデル（平面 2

次元モデル）によるシミュレーション解析手法により、温排水拡散範囲を予測した。 

なお、流向及び流速の現地調査結果を解析した結果、当該海域においては、流れに周期性が

認められることから、これらの流況を再現するために非定常解析手法を採用した。 

予測手順は、第 10.1.2.1-16 図のとおりである。 

 

第 10.1.2.1-16 図  温排水拡散予測の手順 
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ｱ. 計算式 

(ｱ) 放水流及び河川流の流速算定式 

ⅰ. 運動方程式 
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２
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２
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２

２
ｗ

２ ｙ
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＋
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
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ⅱ. 連続方程式 

＝０
ｙ

Ｎ
＋

ｘ

Ｍ
＋

ｔ

Ｓ












 

 

［記 号］ 

ｔ  ：時間（ｓ） 

ｘ,ｙ  ：それぞれｘ,ｙ方向の距離（ｍ） 

Ｓ  ：海表面の水位（ｍ） 

Ｈｗ  ：温水層の厚さ（ｍ） 

ｇ  ：重力加速度（m/s2） 

Ｍ,Ｎ  ：それぞれｘ,ｙ方向の線流量（m2/s） 

 

 

ｕ(ｚ),ｖ(ｚ)：それぞれｘ,ｙ方向の流速成分の鉛直分布（m/s） 

ｕｓ,ｖｓ      ：それぞれｘ,ｙ方向の海面流速（m/s） 

α  ：  

γ  ：  

ｆ(η)：流速の鉛直分布を示す関数 

  
ｗＳ＋Ｈ

Ｓ＋ｚ
＝η  

  ｚ：水深 

Ａｘ,Ａｙ  ：それぞれｘ,ｙ方向の渦動粘性係数（m2/s） 

τｂｘ, τｂｙ ：それぞれｘ,ｙ方向の界面抵抗（m2/s2） 

( ) 
( )２ｗ

２

２２

ｂ　

２

ｂｘ　
Ｓ＋Ｈα

＋ＮＭＭ
Ｋηｆ＝  

( ) 
( )２ｗ

２

２２

ｂ　

２

ｂｙ　
Ｓ＋Ｈα

＋ＮＭＮ
Ｋηｆ＝  

Ｋｂ ：η＝１の場合の界面抵抗係数 

  

α＝ ｆ(η)ｄη ∫ 
1 

0 

 

γ＝ ｆ２(η)ｄη ∫ 
1 

0 

 

Ｍ＝  ｕ(ｚ)ｄｚ＝α(Ｓ＋Ｈｗ)ｕｓ ∫ 
S 

-Hw 

 

Ｎ＝  ｖ(ｚ)ｄｚ＝α(Ｓ＋Ｈｗ)ｖｓ ∫ 
S 

-Hw 
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(ｲ) 潮流の流速算定式 

運動方程式 

ｂｘ2
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Ｓ
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
+









+


+




 

 

連続方程式 

0
ｙ

Ｎ

ｘ

Ｍ

ｔ

Ｓ
=




+




+




 

 

［記 号］ 

Ｈ ：水深（ｍ） 

Ｓ ：水位（ｍ） 

Ｍ，Ｎ ：それぞれｘ,ｙ方向の線流量（m2/s） 

 
ｕＨ）（ＳdzｕＭ

Ｓ　

Ｈ
+== −  

 
ｖＨ）（ＳdzｖＮ

Ｓ　

Ｈ
+== −  

 ｕ，ｖ ：それぞれｘ，ｙ方向の潮流流速（m/s） 

 

τｂｘ,τｂｙ：それぞれｘ，ｙ方向の海底摩擦抵抗（m2/s2） 

 
2

22

ｂｂｘ
Ｈ）（Ｓ

ＮＭＭ
Ｋτ

+

+
=  

 
2

22

ｂｂｙ
Ｈ）（Ｓ

ＮＭＮ
Ｋτ

+

+
=  

 Ｋｂ ：海底摩擦係数 

その他の記号は「(ｱ) 放水流及び河川流の流速算定式」と同じ 

 

(ｳ) 水温分布の算定式 

熱拡散方程式 

ｗ

ｓ１０
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ｓ
２

ｙ２

ｓ
２

ｘ
ｓ

ｓ
ｓ

ｓ
ｓ

ｃρＨ

Ｔ－ＱＱ
＋

ｙ

Ｔ
Ｋ＋

ｘ

Ｔ
Ｋ＝

ｙ

Ｔ
ｖ

β

δ
ｖ＋＋

ｘ

Ｔ
ｕ

β

δ
ｕ＋＋

ｔ

Ｔ































































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［記 号］ 

Ｔｓ  ：海表面の水温（℃） 

ｕ,ｖ  ：それぞれｘ,ｙ方向の潮流成分（m/s） 

ｕｓ,ｖｓ  ：それぞれ放水によるｘ,ｙ方向の表面流速（m/s） 

Ｋｘ,Ｋｙ  ：それぞれｘ,ｙ方向の水平拡散係数（m2/s） 

Ｑ0  ：水温に無関係な加熱項（J/(m2･s)） 

Ｑ1  ：大気への放熱係数（J/(m2･s･℃)） 

ｃ  ：海水の比熱（J/(kg･℃)） 

ρ  ：海水の密度（kg/m3） 

δ  ： 

 

β  ： 

 

ここに、ｆ(η)は流速の鉛直分布を示す関数、ｇ(η)は水温の鉛直分布を示す関数である。 

その他の記号は(ｱ)項と同じ。 

 

ｲ. 予測条件 

予測条件は、第 10.1.2.1-11 表のとおりであり、設定理由は以下のとおりである。 

 

(ｱ) 環境水温 

周辺海域の環境水温は、現地調査における 1 年間の定点水温連続測定結果から、1 月と 2

月の平均水温である 10.6℃とした。 

 

(ｲ) 計算上設定した温水層の厚さ 

当社が過去に実施した調査結果から温水層の厚さは 3ｍに設定した。 

 

(ｳ) 拡散係数 

流向及び流速の現地調査結果から、拡散係数は以下の値を設定した。 

   Ｋｘ（沖合方向）＝1×104cm2/s 

Ｋｙ（汀線方向）＝1×104cm2/s 

 

(ｴ) 流況 

流向及び流速の現地調査結果から、当該海域は日周潮(K1、O1)と半日周潮(M2、S2)が同程

度の大きさを有する混合潮型の潮流を示す海域である。特に放水口前面は半日周潮がやや大

きいことから半日周潮(M2+S2)を設定した。 

 

(ｵ) 気象条件 

気象条件は、対象事業実施区域の最寄りの気象官署である大阪管区気象台における過去

30 年（1991～2020 年）の気候値を用いた。 

 

(ｶ) 熱交換係数 

熱交換係数（大気への放熱係数）は、気象条件の気温、風速、湿度及び雲量と現地調査結

果における定点水温連続測定結果の平均水温を用いて「温排水拡散予測における水面と大気

間の熱交換過程の検討と熱交換係数計算図表の提案」（財団法人電力中央研究所、昭和 50

β＝ ｇ(η)ｄη ∫ 
1 

0 

 

δ＝ ｆ(η)ｇ(η)ｄη ∫ 
1 

0 
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年）に基づいて設定した。 

これによると、第 10.1.2.1-17 図に示すように、熱交換係数が最も小さくなる（放熱効果

が最も悪くなる）のは 1 月及び 2 月の平均値であることから、1 月及び 2 月の平均値である

3.7×10-3J/(cm2･ｓ･℃)を設定した。 

 

 

 

月 

項目 
1,2 2,3 3,4 4,5 5,6 6,7 7,8 8,9 9,10 10.11 11.12 12.1 

水温（℃） 10.6 10.6 13.0 16.8 20.4 25.1 28.0 28.3 26.3 20.9 15.7 12.3 

気温（℃） 6.4 8.3 12.6 17.7 21.9 25.7 28.4 27.1 22.4 16.7 11.3 7.5 

風速（m/s） 2.4 2.5 2.6 2.5 2.4 2.5 2.6 2.7 2.6 2.3 2.0 2.2 

相対湿度（％） 61 60 59 60 65 69 68 67 66 65 63 62 

雲量（－） 6.3 6.5 6.5 6.8 7.7 8.1 7.4 7.1 6.8 6.2 5.9 6.0 

熱交換係数 

（×10-3J/(cm2･s･℃)） 
3.7 3.8 4.1 4.6 5.0 6.0 6.8 7.0 6.4 5.0 4.0 3.8 

第 10.1.2.1-17 図  気象及び大気への放熱係数の月別変化 
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第 10.1.2.1-11 表  温排水拡散予測条件 

項目 
計算に用いた数値 

備考 
現状 将来 

放水量（m3/s） 
79.2 39.6 

1～3 号機合計 

水温（℃） 環境水温 10.6 現地調査結果の 1、2 月の平均値 

取放水温度差 7 以下 計画値 

計算上設定した温水層の 

厚さ（ｍ） 
3 当社調査結果から設定 

拡散係数（cm2/s） Ｋｘ（沖合方向）＝1×104 

Ｋｙ（汀線方向）＝1×104 

現地調査結果の解析結果から設定 

流況（cm/s） M2+S2分潮流 現地調査結果の解析結果から設定 

河川流量（m3/s） 
淀川 ：190.35 

大和川： 14.9 

安治川： 85 

木津川： 30 

淀川・大和川：水文水質データベース

より設定(2014～2023 年) 

安治川・木津川：南港発電所（1・2・

3 号機）環境影響評価書（昭和 59 年 12

月）の値より設定 

気象条件 気温（℃） 6.4 大阪管区気象台における 1991～2020年

の 1、2 月の平均値 風速（m/s） 2.4 

湿度（％） 61 

雲量（－） 6.3 

熱交換係数 

（J/(cm2･s･℃)） 
3.7×10-3 

環境水温及び気象条件を用いて算出 

計算領域 

（km） 

汀線方向：57.6 

沖合方向：60.0 

計算格子の大きさ：25ｍ～800m 

 

(e) 予測結果 

温排水拡散予測結果は、第 10.1.2.1-12 表及び第 10.1.2.1-18 図のとおりである。 

なお、拡散予測範囲は、現状及び将来のそれぞれについて潮時別に算出し、これらを包絡し

た範囲として求めた。 

 

第 10.1.2.1-12 表  温排水拡散予測結果（包絡面積） 

（単位：km2） 

深度 水温上昇 
現状 

A 

将来 

B 

増減 

B-A 

海表面 

1℃以上 20.2 9.2 -11.0 

2℃以上 10.9 4.9 -6.0 

3℃以上 6.6 3.0 -3.6 

海面下 1ｍ 

1℃以上 17.5 7.6 -9.9 

2℃以上 8.5 3.8 -4.7 

3℃以上 4.4 2.1 -2.3 

海面下 2ｍ 

1℃以上 8.5 3.8 -4.7 

2℃以上 1.9 1.1 -0.8 

3℃以上 0.3 0.2 -0.1 
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第 10.1.2.1-18 図(1)  温排水拡散予測結果（包絡線、海表面、現状） 
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第 10.1.2.1-18 図(2)  温排水拡散予測結果（包絡線、海表面、将来） 
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第 10.1.2.1-18 図(3)  温排水拡散予測結果（包絡線、海面下 1ｍ、現状） 
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第 10.1.2.1-18 図(4)  温排水拡散予測結果（包絡線、海面下 1ｍ、将来） 
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第 10.1.2.1-18 図(5)  温排水拡散予測結果（包絡線、海面下 2ｍ、現状） 
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第 10.1.2.1-18 図(6)  温排水拡散予測結果（包絡線、海面下 2ｍ、将来） 
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(f) 評価の結果 

ｱ. 環境影響の回避・低減に関する評価 

施設の稼働（温排水）による水質（水温）への影響を低減するため、以下の環境保全措置を

講じる。 

・復水器の冷却水量を、現状の 79.2m3/sから 39.6m3/sに低減する。 

・復水器冷却水の取放水温度差は、現状と同じ 7℃以下とする。 

・取水方式は現状と同様に、低温な海水を取水できる深層取水とする。 

これらの環境保全措置を講じることにより、将来の拡散予測範囲は現状より小さくなること

から、施設の稼働に伴う温排水が周辺海域の水温に及ぼす影響は少ないと考えられ、実行可能

な範囲内で影響の低減が図られているものと評価する。 
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2. その他（流向及び流速） 

(1) 調査結果の概要 

① 流況の状況 

流況の状況は、「1. 水質 (1) ④ 流況の状況」のとおりである。 

 

(2) 予測及び評価の結果 

① 土地又は工作物の存在及び供用 

a.施設の稼働（温排水：流向及び流速） 

(a) 環境保全措置 

施設の稼働（温排水）による流向及び流速の影響を低減するため、以下の環境保全措置を講

じる。 

・復水器の冷却水量を、現状の 79.2m3/sから 39.6m3/sとし、放水流速を低減する。 

 

(b) 予測地域 

温排水の拡散を考慮した、対象事業実施区域の周辺海域とした。 

 

(c) 予測対象時期 

発電所の運転が定常状態となり、温排水の放水量が最大となる時期とした。 

 

(d) 予測方法 

環境保全措置を踏まえ、「1. 水質 (2) ② b. 施設の稼働（温排水：水温）」と同様に、

数理モデルによるシミュレーション解析により、放水口から海域へ温排水を放水した場合の流

向及び流速を計算した。 

 

(e) 予測結果 

温排水による流動予測結果は、第 10.1.2.2-1 図のとおりである。 

対象事業実施区域の前面海域の海表層における流速は、放水口から約 300ｍで現状は

6.0cm/s程度、将来は 3.8cm/s程度である。 
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第 10.1.2.2-1 図(1) 温排水による流動予測結果（海表面、現状） 
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第 10.1.2.2-1 図(2) 温排水による流動予測結果（海表面、将来） 

 

(f) 評価の結果 

ｱ. 環境影響の回避・低減に関する評価 

施設の稼働（温排水）による流向及び流速への影響を低減するため、以下の環境保全措置を

講じる。 

・復水器の冷却水量を、現状の 79.2m3/sから 39.6m3/sとし、放水流速を低減する。 

この環境保全措置を講じることにより、放水口から約 300ｍにおける流速は、現状の

6.0cm/s程度から将来の 3.8cm/s程度に減少することから、施設の稼働に伴う温排水が周辺海

域の流向及び流速に及ぼす影響は少ないと考えられ、実行可能な範囲内で影響の低減が図られ

ているものと評価する。 
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